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おしおえ 
コミセンだより 

今
年
度
の
小
塩
江
地
区
市
民
体
育
祭
の
第
１
回
実
行
員
会
が
、
７
月

４
日
（
木
）
小
塩
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、
「
第
52
回
小
塩
江
地
区
市
民
体
育
祭
」
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
開
催
日
時
、
場
所
、
予
算
等
も
協

議
さ
れ
今
年
度
も
、
小
塩
江
中
学
校
校
庭
（
雨
天
時 

小
塩
江
中
学
校

体
育
館
）
に
て
半
日
で
行
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
７
月
18
日
（
木
）
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
各
地
区
の
体
育
推
進
員
が
中
心
に
な
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
順
番

や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
内
容
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
後
日
各
戸
に
配
布
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

↑
第
１
回
体
育
祭
実
行
委
員
会 

↑
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
会
議 

↓
昨
年
の
体
育
祭
の
様
子 

小
塩
江
花
の 

生
長
日
記 

 

小
塩
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
花
壇
に
は
、
黄

色
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
や
冬
を
越
し

た
「
円
谷
幸
吉
レ
ガ
シ
ー
サ

ル
ビ
ア
」
が
、
夏
の
日
差
し

を
た
っ
ぷ
り
浴
び
て
勢
い

よ
く
咲
い
て
お
り
、
花
壇
の

そ
ば
を
元
気
に
走
る
中
学

生
を
応
援
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。 
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(２) 

６
月
19
日
（
水
）
か
ら
７
月
３
日

（
水
）
に
か
け
て
、
高
齢
者
教
育
出
前

講
座
を
、
須
賀
川
市
健
康
づ
く
り
課
の

保
健
師
と
須
賀
川
東
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
士
が
講
師
と

な
り
、
小
塩
江
全
７
地
区
で
行
い
ま
し

た
。 講

座
の
前
半
は
、
体
内
組
成
測
定
と

握
力
測
定
の
結
果
を
見
な
が
ら
、
保
健

師
か
ら
細
か
く
説
明
を
聞
き
、
日
々
の

過
ご
し
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
足
の
筋

力
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。 

後
半
は
、
社
会
福
祉
士
か
ら
、
東
部

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
や

認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
聞
紙
で
作
っ
た
棒
を
使

い
、
曲
に
合
わ
せ
行
っ
た
棒
体
操
は
、

と
て
も
い
い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
全
員
で
行
う
モ
ル
ッ
ク

は
、
す
べ
て
の
会
場
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
の
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
、
笑
い
声

で
溢
れ
ま
し
た
。
講
座
終
了
後
に
は
、

「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
て
良
か
っ

た
」
「
全
身
運
動
の
体
操
で
、
す
っ
き

り
し
ま
し
た
」
「
久
し
ぶ
り
に
笑
い
ま

し
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 
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(３)

堤
区
「
な
か
よ
し
会
」 

 

７
／
12
（
金
）
上
江
持
健
康
体
操 

『
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
』 

 

堤
区
の
「
な
か
よ
し
会
」
は
、
毎
週
月

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
堤
区
民
館
で
、

ウ
ル
ト
ラ
長
寿
体
操
・
口
腔
体
操
を
行

っ
て
お
り
、
他
に
も
棒
体
操
や
モ
ル
ッ

ク
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
行
っ
て
い
ま
す
。

代
表
の
安
藤
さ
ん
自
身
も
、
週
１
回
の

体
操
を
続
け
て
い
る
こ
と
で
、
腕
の
可

動
域
が
広
が
っ
た
と
の
こ
と
。
堤
区
民

に
限
ら
ず
、
参
加
し
て
み
た
い
方
は
、

「
開
催
時
間
の
10
分
前
に
堤
区
民
館
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

７
／
11
（
木
）
第
１
回
成
人
教
育
講
座
＆ 

宇
津
峰
と
き
め
き
カ
レ
ッ
ジ
合
同
開
催 

 

 
７
月
12
日
（
金
）
の
上
江
持
健
康
体
操

は
、「
地
域
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
活
用
し
、

市
民
安
全
課
の
職
員
を
講
師
に
迎
え
『
防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
見
方
』
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
の
地
区
の
避
難
場
所
の
確
認
や
令
和

元
年
台
風
19
号
の
江
持
地
区
の
写
真
を
見

な
が
ら
当
時
を
振
り
返
り
、「
自
助
」「
共
助
」

「
公
助
」
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
小
塩
江
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

所
長
に
よ
る
、
簡
易
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
強

度
を
確
か
め
る
体
験
も
行
い
ま
し
た
。 

今
年
度
の
「
宇
津
峰
と
き
め
き
カ
レ
ッ
ジ
」
は
、
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
の
成
人
教
育
講
座
と
一
部
合
同

開
催
。
第
１
回
は
、
長
谷
川
紀
美
子
先
生
に
よ
る
「
リ

ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ー
ガ
」
を
行
い
ま
し
た
。「
ゆ
っ
く
り
深

く
息
を
吐
き
な
が
ら
、
体
の
緊
張
を
ゆ
る
め
て
い
き

ま
す
」
と
先
生
の
優
し
い
語
り
口
を
聞
き
な
が
ら
、
無

理
な
く
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
た
」「
体
が
す
っ
き
り
し
た
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

無理なく自分の心地よいところを探しながらヨーガをする受講生 

ウルトラ長寿体操の DVD を見ながら運動をするみなさん 
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お
し
お
え 

 
 

さ
ん
ぽ 

                                 

(４) 

＊ ８月の行事 ＊ 

● １日（木）宇津峰ときめきカレッジ② 

● １日（木）文書配布 

● ４日（日）夏のそと遊び事業 

● ８日（木）宇津峰祭実行委員会① 

● ８日（木）体育祭実行委員会② 

●１１日（日）軽トラ市 

 

●１１日（日）山の日（休館日） 

●１２日（月）振替休日（休館日） 

●１５日（木）文書配布 

●２４日（土）釈迦堂川花火大会 

●３０日（金）文書配布 

 

７
月
２８
日
（
日
）
、
各
市
町
村
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
、
消
防
操
法
須

賀
川
支
部
大
会
が
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
会
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

須
賀
川
市
代
表
と
し
て
第
６
分
団
小
倉
班
が
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に

出
場
し
ま
し
た
。 

 

競
技
で
は
消
防
団
員
が
、
火
災
消
火
の
技
術
と
迅
速
さ
・
正
確
さ
な
ど

日
頃
の
練
習
成
果
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は
、
僅
差
で
２
位
の
成

績
で
し
た
が
、
競
技
者
の
頑
張
り
に
、
会
場
に
駆
け
付
け
た
家
族
や
仲
間

た
ち
か
ら
、
労
い
の
言
葉
や
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

夏
と
い
え
ば
思
い
浮
か
べ
る
も
の
は

何
で
す
か
？
「
海
、
ひ
ま
わ
り
、
ス
イ

カ
・
・
・
」
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
よ

ね
。
今
回
は
涼
を
求
め
て
、
市
民
の
森

ま
で
ち
ょ
っ
と
お
さ
ん
ぽ
。
す
る
と
管

理
棟
の
前
に
は
、
全
長
約
10
ｍ
の
棚

に
、
ス
テ
キ
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る
江

戸
風
鈴
が
お
出
迎
え
。
宇
津
峰
山
頂
か

ら
の
風
が
吹
く
と
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
、

心
地
よ
い
音
を
奏
で
ま
す
。
夏
の
思
い

出
作
り
に
、
市
民
の
森
へ
出
か
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 １７２個の江戸風鈴とミストシャワーで涼しさを感じます 


